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　　横山　友紀 さん

特集　消費税インボイス制度が始まります
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今月の表紙
『ｈａｉｒ ｓｐａｃｅ ＴＥＡＤＡ（ティーダ）』
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い
つ
で
も
ど
こ
で
も
、
髪
の
お
し
ゃ
れ
を

　

店
名
『
テ
ィ
ー
ダ
』
は
沖
縄
の
方
言
で
太
陽
。
明
る
さ
と
温
か
さ
を
感

じ
る
店
に
し
た
か
っ
た
と
い
う
思
い
の
と
お
り
、
太
陽
の
よ
う
に
明
る
い

笑
顔
の
ス
タ
ッ
フ
が
出
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

　

「
私
た
ち
は
お
客
様
の
ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
を
創
り
出
す
〝
職
人
〞
」
そ
う

話
す
の
は
代
表
の
安
大
陽
平
さ
ん
で
す
。
豊
富
な
メ
ニ
ュ
ー
は
高
い
技
術

を
持
っ
た
〝
職
人
〞
が
集
ま
る
同
店
な
ら
で
は
。
「
ス
タ
ッ
フ
の
技
術
力

の
高
さ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
に
お
け
る
セ
ン
ス
は
抜
群
、
『
〝
で

き
な
い
〞
が
無
い
』
の
が
自
店
の
強
み
」
と
自
信
を
み
せ
ま
す
。
時
間
を

か
け
た
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
は
数
か
月
後
の
状
態
や
家
で
の
ス
タ
イ
リ
ン

グ
法
な
ど
も
丁
寧
に
説
明
し
、
お
客
様
が
納
得
し
た
う
え
で
施
術
を
行
う

な
ど
、
そ
の
満
足
度
の
高
さ
で
連
日
多
く
の
お
客
様
が
来
店
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
な
か
、
安
大
さ
ん
は
高
齢
で
あ
っ
た
り
障
害
が
あ
っ
た
り

し
て
来
店
が
難
し
い
と
い
う
声
を
聞
き
「
来
店
が
難
し
い
な
ら
、
こ
ち
ら

か
ら
行
け
ば
い
い
」
と
訪
問
理
容
に
取
り
組
み
ま
し
た
が
訪
問
理
容
で
は

カ
ッ
ト
だ
け
で
施
術
に
限
界
が
あ
り
、
そ
こ
で
「
美
容
室
ご
と
移
動
で
き

れ
ば
・
・
・
」
と
思
い
つ
い
た
の
が
移
動
美
容
室
の
運
行
で
す
。
し
か
し

一
念
発
起
し
て
購
入
し
た
ト
ラ
ッ
ク
を
美
容
室
に
〝
改
装
〞
す
る
の
は
簡

単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
試
行
錯
誤
を
重
ね
一
つ
一
つ
解
決
し
て
い

き
一
年
か
け
て
完
成
さ
せ
た
車
は
ま
さ
に
〝
美
容
室
〞
。
加
古
川
市
初
の

〝
動
く
美
容
室
〞
は
シ
ャ
ン
プ
ー
台
・
シ
ャ
ワ
ー
が
完
備
さ
れ
、
大
き
な

窓
が
あ
り
開
放
的
、
特
注
の
車
い
す
は
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
で
そ
の
ま
ま

シ
ャ
ン
プ
ー
チ
ェ
ア
に
も
な
り
、
利
用
者
か
ら
好
評
を
得
て
い
ま
す
。
安

大
さ
ん
は
訪
問
福
祉
理
美
容
師
の
資
格
を
取
得
、
介
護
が
必
要
な
人
の
自

宅
や
施
設
な
ど
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。
「
認
知
症
の
方
だ
と
鏡
を
怖
が
る

方
も
い
た
り
し
て
簡
単
に
は
い
か
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
何
度
も
通

い
笑
顔
が
見
え
た
時
は
本
当
に
嬉
し
い
で
す
。
ど
ん
な
人
に
も
お
し
ゃ
れ

で
、
綺
麗
で
、
笑
顔
で
い
て
ほ
し
い
。
シ
ャ
ン
プ
ー
も
カ
ラ
ー
も
諦
め
て

ほ
し
く
な
い
」
と
話
し
ま
す
。
光
熱
費
に
よ
り
経
費
も
か
か
る
が
「
確
か

に
労
力
も
含
め
る
と
大
変
で
す
。
し
か
し
こ
れ
は
採
算
を
考
え
て
や
っ
て

い
る
こ
と
で
は
な
い
の
で
・
・
・
」
と
微
笑
み
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
目
標
の
一
つ

「
全
て
の
人
に
健
康
と
福
祉
を
」
の
活
動
で
も
あ
る
と
言
い
ま
す
。

　

「
こ
れ
か
ら
は
お
客
様
に
店
に
来
て
い
た
だ
く
だ
け
で
な
く
、
私
た
ち

が
〝
行
く
〞
時
代
。
コ
ン
パ
ク
ト
タ
イ
プ
の
２
台
目
導
入
も
考
え
て
い
て
、

店
舗
で
移
動
車
で
、
一
人
で
も
多
く
の
笑
顔
を
増
や
せ
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

今
後
も
常
に
勉
強
し
向
上
心
を
持
っ
て
改
善
点
や
課
題
は
ス
タ
ッ
フ
と
と

も
に
考
え
解
決
し
て
い
き
た
い
。
目
配
り
・
気
配
り
・
心
配
り
を
忘
れ
ず

お
客
様
に
寄
り
添
っ
た
仕
事
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
安
大
さ
ん
は

笑
顔
を
創
る
〝
道
〞
を
一
歩
一
歩
進
ん
で
い
ま
す
。

事業所データ
◆代表者
　代表　安大　陽平
◆所在地　
　加古川市加古川町北在家2219-2-1F
◆電　話
　０７９－４２５－５６５０
◆ホームページ
　http://teada.jp
◆表紙写真
①髪のおしゃれは私たちにお任せくだ
　さい！
②店舗の外観
③店名「ＴＥＡＤＡ（太陽）」の光が
　差し込む店内
④いつも笑顔は欠かしません
⑤効率的に作られた車内
⑥特注のヘッドレストもついて、背も
　たれが倒れても体をしっかり支えます。
⑦車内でシャンプー。頭皮もすっきり。

あんだい  ようへい

「『西支所』業務日の変更について」 他

「発酵と私」
　米種花　代表　松本　喜久子 さん

「将棋の魅力を伝えます」
　プロ棋士・加古川観光大使
　　横山 友紀 さん

「今月の“こんな日”」

ふじい整骨院
　院長　藤井　憲之 さん

「加古川市ビジネスプランコンテストのグランプリが決定！」 他

消費税インボイス制度が始まります

ご覧ください加古川商工会議所のホームページ https://kakogawa-cci.or.jp/
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特　集

　本年10月よりインボイス制度が開始されます。現在免税事業者の方も、インボイス発行事業者の
登録をするかどうか自身の事業実態に合わせて検討してください。

　買手は仕入税額控除の適用のために、原則として売手から交付を受けたインボイス（適格請求書）を保存
する必要があります。
　売手はインボイスを交付するためには、事前にインボイス発行事業者（適格請求書発行事業者）の登録を
受ける必要があり、登録を受けると、課税事業者として消費税の申告が必要となります。

インボイス制度（適格請求書等保存方式）とはインボイス制度（適格請求書等保存方式）とは

　納付する消費税を算出する際に課税売上の消費税額から課税仕入れの消費税額を差し引くことです。

　納付する消費税額の計算方法

　インボイス発行事業者になるかの判断は、販売先によっても異なります。
　例えば、販売先が一般消費者のみの場合、現状は事業者への販売がなくても将来的に発生するかもしれま
せん。また、一般消費者だと思って販売していたところ、領収書を求められて、実は事業者だったとわかる
ケースもあります。さらに、販売先が事業者でも、その事業者が免税事業者や簡易課税を選択している事業
者なら仕入先からのインボイスは不要なので、インボイス発行事業者となる必要がない場合もあります。
　インボイス発行事業者になるかどうかは、自社の経営状況（収益状況、経理業務にかけるコスト、販売先、
販売先との取引における関係性）や、将来の経営戦略などを踏まえ、総合的に検討する必要があります。

仕入税額控除ってなに？仕入税額控除ってなに？
販売先の区分 事業者のみ 事業者と

一般消費者が混在 一般消費者のみ

自社業種（例）

選択肢 現在の消費税区分 メリット デメリット

建設業、製造業 等 飲食店、花屋 等 学習塾 等

〈販売先による考え方〉

〈取り得る選択肢によるメリット・デメリット〉

登録を受けるかどうかはどう判断する？登録を受けるかどうかはどう判断する？

当社（Ａ社）の納税額は

　　②１，０００円（売上税額） － ①７００円（仕入税額） ＝ ３００円（納付税額）　となります。

当社（Ａ社）が登録しないと
売上先（Ｂ社）にインボイスを交付できず、売上先（Ｂ社）はインボイスがなければ仕入額控除ができないので

　　③１，３００円（売上税額） － ０円（仕入税額） ＝ １，３００円（納付税額）　となります。

当社（売手）がインボイスを交付した
場合と比べ、売上先（買手）の納付
税額が大きく計算されます

②1,000 円の
控除不可

基本的な対応方針
インボイス発行事業者
になることを検討する　
　

事業者への販売（例えば
飲食店での事業者によ
る接待利用など）の多寡
によってインボイス発行
事業者になることを検
討する

インボイス発行
事業者の登録を
行う　　　　　

インボイス発行
事業者の登録を
行わない　　　

・消費税の納付・申告が発生し、
　事務負担が増える
・消費税分を販売価格に転嫁でき
　ず利益が減少する
・登録申請等の手間が発生
・自社の請求書の様式を変更
・発行したインボイスの保存が必
　要

・販売先は仕入額控除ができない
　ため取引が見直される可能性が
　ある

・販売先は仕入税額控除が可能とな
　るため取引が継続する可能性が高
　い

・消費税の納付・申告が不要
・登録申請等の手続きが発生しない
・従来どおりの請求書の使用が可能
・インボイスの保存が不要

販売先にインボイス事業
者がいない限り、インボ
イス発行事業者になる
必要はない。

※事業者であっても免税事業者や、簡易課税制度を選択している販売先は、インボイスが不要です。

免税事業者

課税事業者

免税事業者

課税事業者

登録をするかどうかは
事業所の任意です

消費税インボイス制度が始まります消費税インボイス制度が始まります
請求書の対応例

売上げの消費税額

仕入税額控除には
インボイスの保存

が必要

納付する税額仕入れや経費の消費税額

インボイスがなければ
 仕入税額控除できない※

（売上税額）

※ 一定期間、経過措置が設けられています

（納付税額）（仕入税額）

マイナス

－ ＝

差し引く計算が
仕入税額控除

※　下線部は、特に注意する項目です
※　登録番号は、登録後に税務署から通知される番号です

①交付先の相手方
（売上先）の
氏名又は名称

②取引年月日

③税率ごとに区分
して合計した対価
の額及び適用税率

④売手（当社）の氏名
又は名称及び登録番号

⑥税率ごとに区分
した消費税額

⑤取引内容
（軽減税率の対象品目

である旨）

今す
ぐ 

 確認
！
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特　集

インボイス制度には支援措置があります！
免税事業者から課税事業者になる方へ（①～③）

①納税額が売上税額の２割に軽減 税負担の軽減（３年間の経過措置）
　免税事業者からインボイス発行事業者になった場
合の税負担を軽減するため、売上税額の２割を納税
額とすることができます。

売上７００万円（税額７０万円）※サービス業
経費１５０万円（税額１５万円）

実額計算の場合➤

70万円 － 15万円 ＝ 55万円
簡易課税の場合➤

70万円 － 35万円※ ＝ 35万円
※70万円×50%（サービス業のみなし仕入率）

特例の場合➤70万円 × ２割 ＝ 14万円

【補助上限】
　  50万円～200万円（補助率２/３以内） ※一部の類型は３/４以内
⇒100万円～250万円（補助率２/３以内） ※一部の類型は３/４以内
　 　インボイス発行事業者登録で50万円プラス

　消費税の申告を行うためには、通常、経費等の集計やインボイスの保存などが必要となりますが、この特
例を適用すれば、所得税・法人税の申告で必要となる売上・収入を税率ごと（８％・10％）に把握するだけ
で簡単に申告書が作成できるようになります。
　また、事前の届出も不要で申告時に適用するかどうかの選択が可能です。

対象となる事業者の範囲
　全事業者の90.7％が対象となりえます。（約815万者のうち
約740万者）。また、現状の課税事業者のみを対象としても、
76.1％が対象となります。（約320万者のうち約242万者）。
　

　補助対象は店舗改装、広告掲載、展示会出展
費用など。

　登録申請書提出から登録通知までの期間は、ｅ-
Ｔａｘで約３週間、書面提出で２か月かかります。
（国税庁：令和５年１月１２日現在）申請書に記載誤
り等がある場合は、内容の確認などのため、登録
完了までにさらに時間がかかる場合があります。
　

　「振込手数料は当社にて負担」という慣行の
場合、現行制度上では、振込手数料のような数百
円の取引でも「値引き」として返還インボイスを
発行しなければなりませんが、今後はこの慣行に
おいて、振込手数料の肩代わり分のためだけに
返還インボイスを発行する必要はなくなります。

　自社の使っているレジや券売機、キャッシ
ュレスシステム、会計システム等のインボイ
ス対応がいつどのようになるのか、メーカー
に確認してください。現状を確認した上で、新
しいシステム投資が必要になる場合は、補助
金を活用しましょう。

実額計算 簡易課税 特例

 
納税額

55 万円

納税額 納税額

35 万円 14万円

小規模
事業者

向け

既に課税事業者の方は（④～⑥）

④少額取引はインボイス不要？ 事務負担の軽減（６年間の経過措置）
　前々年（基準期間）の売上高が１億円以下または前年の上半期（個人は１～６月）の売上高が５千万
円以下の事業者は、１万円未満の課税仕入については、インボイス保存を不要とし、帳簿の保存のみで
仕入税額控除ができるようになります。

⑤少額値引き・返品は対応不要？ 少額な返還インボイスの交付義務の見直し
　すべての事業者は１万円未満の値引きや返品等について、返還インボイスを交付する必要がなくなり
ます。振込手数料を値引き処理する場合も対象です。

⑥会計ソフトに補助金？ ＩＴ導入補助金の補助下限額の撤廃
ＩＴ導入補助金（デジタル化基盤導入類型）につい
て、補助上限額は従来通り350万円のままに、
①下限額を撤廃
②補助率は補助額50万円以下が４分の３以内、50万
　円超-350万円は３分の２以内
　として、市場に普及している安価なソフトも導入
しやすくしました。

　課税事業者になると経理事務が煩雑化するためインボイス制度に対応した経理システムを準備するなど必要が出
てきます。また免税事業者は自社の状況をよく見て課税事業者になるかどうかの判断をしましょう。
　また、仕入先が免税事業者であった場合、申請の意思確認などをしたうえで、免税か課税かだけですぐに取引解
除するのではなく、その商品の品質価値が自社にとって有益な物なのか、解除することでかえって不利益にならな
いか、なども考慮するようにしてください。

免税事業者が課税事業者になるということは、それまで免税されていた消費税を納めるということなので、益税分
の利益が減少することが考えられます。収入額が減少するため、今まで以上に資金繰りに注意する必要が出てきま
すので、それに耐えられるよう事業基盤を整えることも重要です。
　10月のインボイス制度開始に向けて企業はもちろんのこと、個人事業主にも対応が迫られています。事前にし
っかりと準備をし、制度のスタートに備えてください。

中小事業
者向け

中小事業
者向け

②登録で補助金５０万円上乗せ
　持続化補助金上限額の加算

　小規模事業者持続化補助金について、免税事業
者がインボイス発行事業者に登録した場合、補助
上限額が一律50万円加算されます。

③登録申請４月以降でも大丈夫？
　登録申請期間の延長

　これまで原則として２０２３年３月末までに
登録申請することとされていましたが

４月以降でも
可能となりました

小規模
事業者
向け すべて

の方が
対象

すべて
の方が
対象 インボイス制度には支援措置があります！

振込手数料などを差し引いて支払い

返還インボイスの交付義務

買
手

売
手

見直し案：値引き等が少額（1万円未満）である場合、返還インボイスの交付を不要とする

4年 3年 3年

控除不可免税事業者等からの仕入は
50%控除可能

免税事業者等からの仕入は
80%控除可能

免税事業者等からの仕入は
全額控除可能

区分記載請求書等保存方式

2029年（令和11年）
10月

2026年（令和８年）
10月

インボイス制度導入

2023年（令和５年）
10月

軽減税率導入

2019年（令和元年）
10月
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　令和４年１月に加古川市出身の棋士、

横山友紀四段が加古川観光大使に就任し

ました。加古川の魅力、将棋の魅力につ

いてお話を伺いました。

身
に
余
る
観
光
大
使
の
就
任

　

加
古
川
市
は
将
棋
プ
ラ
ザ
や
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
な
ど
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
将
棋
が
で
き

る
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。
私
は
小
学
校
１

年
生
の
頃
に
始
め
て
、
縁
あ
っ
て
井
上
慶
太

先
生
の
門
下
生
と
な
り
ま
し
た
が
、
地
方
だ

と
将
棋
を
は
じ
め
た
く
て
も
教
室
や
先
生
が

い
な
い
と
い
っ
た
こ
と
は
よ
く
あ
り
ま
す
。

身
近
に
プ
ロ
と
出
会
え
て
指
導
を
受
け
る
機

会
が
あ
る
と
い
う
の
は
幸
せ
な
こ
と
で
す
。

 

生
ま
れ
育
っ
た
加
古
川
市
か
ら
観
光
大
使

の
話
が
来
た
と
き
は
、
「
自
分
な
ん
か
で
い

い
の
か
」
と
最
初
は
戸
惑
い
ま
し
た
。
な
ん

だ
か
身
に
余
り
過
ぎ
て
ど
う
し
よ
う
か
と
い

う
気
持
ち
で
す
が
、
将
棋
の
魅
力
を
伝
え
ら

れ
る
立
場
に
な
れ
た
と
い
う
こ
と
は
非
常
に

嬉
し
い
で
す
ね
。
加
古
川
市
は
将
棋
以
外
に

も
是
非
知
っ
て
ほ
し
い
場
所
も
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
以
前
、
鶴
林
寺
で
開
催
さ
れ
た
青

流
戦
で
記
録
係
を
し
た
時
に
、
改
め
て
中
を

ゆ
っ
く
り
と
歩
い
て
み
ま
し
た
が
自
然
と
歴

史
を
感
じ
ら
れ
る
素
晴
ら
し
い
所
だ
と
思
い

ま
し
た
。
か
つ
め
し
も
そ
う
で
す
。
喫
茶
店

に
は
必
ず
メ
ニ
ュ
ー
に
あ
る
お
馴
染
み
の
郷

土
食
で
す
が
私
は
甘
め
の
味
付
け
が
好
き
で

す
ね
。
就
任
し
て
か
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
か
つ
め
し

を
出
し
た
り
は
し
て
い
る
ん
で
す
が
、
Ｐ
Ｒ

力
が
無
く
・
・
・
。
私
は
得
意
分
野
の
将
棋

の
Ｐ
Ｒ
に
徹
底
し
た
い
と
思
い
ま
す
！

集
中
力
は
続
か
な
い
ほ
う 

笑

　

よ
く
将
棋
を
し
て
い
る
と
「
集
中
力
を
保

つ
秘
訣
は
？
」
と
聞
か
れ
ま
す
が
、
私
は
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
続
か
な
い
方
で
、
対
局
で

も
粘
る
と
良
く
な
い
癖
が
つ
く
の
で
粘
ら
な

い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
「
考
え

る
こ
と
」
が
好
き
な
ん
で
す
が
、
何
手
も
先

の
い
ろ
ん
な
パ
タ
ー
ン
を
考
え
る
と
時
間
が

か
か
っ
て
し
ま
う
の
で
、
要
点
を
絞
っ
て
考

え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
、
必
ず
し
も
長
時

間
集
中
す
る
こ
と
が
良
い
こ
と
と
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
。
い
か
に
中
身
の
濃
い
集
中
力
の

時
間
を
作
る
か
、
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
子
供
た
ち
に
将
棋
を
教

え
る
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、
将
来
が
楽
し

み
な
ぐ
ら
い
上
手
な
子
も
い
て
、
加
古
川
の

未
来
も
明
る
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
も

そ
れ
ぐ
ら
い
の
時
期
か
ら
将
棋
を
指
し
な
が

ら
「
将
来
は
何
に
な
り
た
い
の
か
、
将
棋
の

道
に
進
む
べ
き
か
」
と
揺
れ
動
い
て
い
た
時

期
が
あ
り
ま
し
た
。
子
供
た
ち
の
中
に
は
す

で
に
目
指
す
も
の
を
決
め
て
い
る
子
も
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
色
々
悩
み
な
が
ら
将
来
を

考
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
将
棋

を
一
生
続
け
よ
う
と
思
っ
て
く
れ
れ
ば
嬉
し

い
で
す
し
、
そ
う
で
な
く
て
も
将
棋
は
好
き

で
あ
り
続
け
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

将
棋
の
奥
深
さ
を
届
け
ら
れ
る
よ
う
に

　

私
の
得
意
な
戦
法
は
「
四
間
飛
車
」
で
す

が
、
今
の
私
は
少
し
戦
法
の
幅
が
少
な
い
と

感
じ
て
い
て
休
日
も
将
棋
の
研
究
を
し
て
い

ま
す
。
今
後
は
様
々
な
戦
法
で
見
て
い
る

方
々
を
楽
し
ま
せ
、
そ
し
て
将
棋
の
奥
深
さ

や
広
さ
を
届
け
ら
れ
る
よ
う
な
将
棋
が
し
た

い
で
す
。
観
光
大
使
と
し
て
も
微
力
で
す
が

「
棋
士
の
ま
ち
加
古
川
」
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
応
援
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

将
棋
の
魅
力
を
伝
え
ま
す

将
棋
の
魅
力
を
伝
え
ま
す

プロ棋士・加古川観光大使

横山 友紀  さん
よこやま ともき

（　）

し 

け
ん 

び 

し
ゃ
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エッセイ

　

私
は
発
酵
の
町
、
た
つ
の
市
に

て
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
。

　

祖
父
が
い
り
こ
屋
を
し
て
い
て
、

母
は
毎
朝
鍋
い
っ
ぱ
い
の
い
り
こ

出
汁
を
と
り
畑
の
野
菜
を
入
れ
て
、

お
味
噌
汁
を
作
っ
て
く
れ
て
い
ま

し
た
。

　

寒
い
朝
、
起
き
た
ら
台
所
に
は
、

食
卓
に
温
か
い
お
味
噌
汁
が
用
意

さ
れ
て
い
て
、
い
た
だ
く
。

　

そ
れ
が
一
日
の
は
じ
ま
り
で
し

た
。

　

結
婚
し
て
二
児
の
母
に
な
り
、

自
宅
の
工
房
で
パ
ン
教
室
を
ひ
ら

き
ま
し
た
。

　

次
男
が
生
ま
れ
て
ま
も
な
く
、
小
麦
ア
レ

ル
ギ
ー
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
パ
ン
が
食

べ
ら
れ
な
く
な
っ
て
、
ア
ト
ピ
ー
も
発
症
し
、

病
院
に
連
れ
て
行
く
と
重
度
の
ア
ト
ピ
ー
と

診
断
さ
れ
ス
テ
ロ
イ
ド
を
処
方
さ
れ
ま
し
た
。

病
院
か
ら
処
方
さ
れ
る
薬
で
は
一
向
に
よ
く

な
ら
ず
外
的
処
置
に
疑
問
を
覚
え
、
自
己
治

癒
力
を
信
じ
内
面
か
ら
体
を
治
す
、
自
然
療

法
を
学
び
は
じ
め
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
発
酵
食
と
の
出
会
い
が
あ
り
ま

し
た
。

　

発
酵
は
免
疫
を
高
め
、
腸
内
環
境
を
よ
く

し
、
老
廃
物
を
排
出
さ
せ
る
効
果
が
あ
り
ま

す
。

　

発
酵
を
食
卓
に
取
り
入
れ
よ
う
と
手
前
味

噌
を
仕
込
み
、
ぬ
か
床
を
ま
ぜ
、
甘
酒
を
作

り
ま
し
た
。

　

毎
日
の
料
理
に
積
極
的
に
と
り
い
れ
て
い

く
う
ち
に
、
次
男
の
ア
ト
ピ
ー
が
み
る
み
る

う
ち
に
よ
く
な
り
、
炎
症
し
つ
づ
け
た
肌
は
、

１
年
た
っ
た
頃
に
は
す
っ
か
り
よ
く
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
時
、
母
が
毎
日
食
卓
に
出
し
て
く
れ

て
い
た
お
味
噌
汁
が
、
私
の
健
康
を
守
っ
て

く
れ
て
い
た
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。

　

内
面
か
ら
体
を
治
す
、
体
を
整
え
る
こ
と

を
知
っ
た
私
は
、
発
酵
食
を
広
め
た
い
！
と

い
う
気
持
ち
が
強
ま
り
、
発
酵
食
を
本
格
的

に
学
び
資
格
を
と
り
、
加
古
川
に
発
酵
料
理

教
室
【
米
種
花
】
を
ひ
ら
き
ま
し
た
。

　

発
酵
食
は
、
体
に
い
い
の
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
料
理
を
美
味
し
く
し
、
栄
養
価
も
高

め
て
く
れ
ま
す
。
消
化
も
よ
く
体
に
負
担
を

か
け
な
い
の
で
、
体
が
弱
っ
て
い
る
時
、
疲

れ
て
い
る
時
、
ま
た
離
乳
食
や
介
護
食
な
ど

に
も
、
と
て
も
役
に
た
ち
ま
す
。

　

ま
た
、
祖
父
の
い
り
こ
屋
の
あ
と
を
継
ぎ
、

い
り
こ
出
汁
の
よ
さ
を
広
め
る
活
動
を
し
て

い
ま
す
。
い
り
こ
の
品
質
に
は
と
こ
と
ん
こ

だ
わ
り
、
良
質
の
【
伊
吹
い
り
こ
】
を
取
り

扱
っ
て
い
ま
す
。

　

い
り
こ
出
汁
は
、
ス
ッ
キ
リ
と
し
た
中
に

濃
い
旨
味
が
あ
り
、
お
味
噌
と
の
相
性
が
抜

群
で
す
。

　

現
代
人
に
不
足
し
が
ち
な
ミ
ネ
ラ
ル
が
多

く
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
毎
日
い
り
こ
出
汁

の
お
味
噌
汁
を
飲
む
こ
と
に
よ
り
、
良
質
な

ミ
ネ
ラ
ル
を
体
に
補
給
す
る
事
が
で
き
て
体

を
健
康
に
導
い
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

サ
イ
ド
メ
ニ
ュ
ー
に
な
り
が
ち
な
お
味
噌

汁
で
す
が
、
い
り
こ
で
出
汁
を
と
り
天
然
醸

造
の
お
味
噌
を
と
い
た
お
味
噌
汁
は
、
私
に

と
っ
て
ご
馳
走
で
す
。
シ
ン
プ
ル
の
中
に
も

滋
味
深
い
美
味
し
さ
は
、
心
と
体
を
整
え
心

豊
か
に
し
て
く
れ
ま
す
。

　

現
在
【
米
種
花
】
で
は
、
味
噌
・
甘
酒
・

い
り
こ
出
汁
の
教
室
を
は
じ
め
、
梅
し
ご
と

な
ど
の
季
節
の
手
仕
事
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

な
ど
も
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

加
古
川
か
ら
全
国
に
、
発
酵
食
の
す
ば
ら
し

さ
を
、
発
信
し
続
け
ま
す
。

「発酵と私」

住 所
T E L
営業内容

：
：
：

加古川市加古川町中津２０１－６
079-439-6192
発酵料理教室

松本　喜久子米種花　代表
まつもと

こめしゅか
きくこ
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「
整
骨
院
は
痛
い
治
療
の
イ
メ
ー
ジ
を

も
つ
方
が
多
い
で
す
が
、
当
院
で
は
古
来

よ
り
伝
わ
る
『
ソ
フ
ト
な
動
き
を
加
え
る

整
体
法
』
で
小
さ
い
お
子
様
か
ら
高
齢
の

方
ま
で
、
安
心
し
て
通
院
し
て
い
た
だ
け

ま
す
」
と
語
る
の
は
ふ
じ
い
整
骨
院
の
藤

井
憲
之
院
長
。
平
成
３
年
に
加
古
川
で
開

業
し
、
最
新
の
治
療
器
（
電
気
・
温
熱
・

光
線
）
、
鍼
灸
治
療
、
整
体
治
療
な
ど
の

手
法
で
、
健
康
ケ
ア
や
体
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
を
行
い
ま
す
。

　

藤
井
院
長
は
「
当
院
で
は
、
慢
性
的
な

肩
こ
り
や
腰
痛
に
悩
む
方
、
病
院
で
原
因

が
特
定
さ
れ
ず
お
困
り
の
方
が
多
く
来
院

さ
れ
ま
す
。
豊
富
な
設
備
や
長
年
培
っ
た

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
て
様
々
な
症
状
の
方

と
向
き
合
い
、
ま
ず
は
丁
寧
な
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
を
し
て
か
ら
治
療
に
進
み
ま
す
。

ま
た
、
ブ
ロ
グ
を
通
し
て
、
患
者
様
の
症

状
や
改
善
に
向
か
っ
た
例
を
紹
介
し
、
同

じ
よ
う
な
症
状
で
お
困
り
の
方
の
助
け
に

な
れ
ば
…
と
こ
ま
め
に
更
新
し
て
い
ま
す
。

ご
縁
を
い
た
だ
い
た
こ
の
加
古
川
の
地
で
、

30
年
以
上
お
世
話
に
な
っ
て
き
て
私
の
腕

を
頼
っ
て
来
院
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
、

『
お
陰
様
で
良
く
な
り
ま
し
た
』
と
の
お

声
を
い
た
だ
い
た
時
、
誰
か
の
た
め
に
な

れ
る
仕
事
を
し
て
い
る
と
実
感
で
き
嬉
し

く
な
り
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
方
の
悩

み
を
解
決
で
き
る
様
、勉
強
の
毎
日
で
す
」

と
笑
顔
で
語
り
ま
す
。

　

ま
た
「
当
院
は
治
療
だ
け
で
は
な
く
、

妻
が
ト
レ
ー
ナ
ー
の
資
格
を
持
っ
て
い
て
、

ジ
ャ
イ
ロ
ト
ニ
ッ
ク
と
い
う
バ
レ
エ
ダ
ン

サ
ー
の
た
め
の
ヨ
ガ
と
し
て
生
ま
れ
た
エ

ク
サ
サ
イ
ズ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
適
度
な

柔
軟
性
と
筋
力
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
、

体
幹
を
鍛
え
る
事
で
痛
み
の
予
防
に
つ
な

が
り
ま
す
」
と
二
人
三
脚
で
患
者
様
の
痛

み
に
寄
り
添
い
ま
す
。

　

「
院
内
全
体
の
改
装
と
外
の
看
板
設
置

に
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
を
活
用

し
ま
し
た
。
申
請
書
の
作
成
な
ど
経
営
指

導
員
の
方
に
親
身
に
相
談
に
乗
っ
て
い
た

だ
い
た
お
か
げ
で
採
択
さ
れ
、
患
者
様
に

安
心
し
て
通
院
頂
け
る
明
る
い
院
内
に
な

り
ま
し
た
」
と
白
を
基
調
と
し
た
清
潔
で

明
る
い
、
動
線
に
も
気
を
配
っ
た
設
計
は
、

住
宅
メ
ー
カ
ー
に
勤
め
て
い
た
経
験
の
あ

る
奥
様
こ
だ
わ
り
の
空
間
で
す
。
「
照
明

や
看
板
を
全
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
変
更
し
た
こ
と

で
、
全
体
的
に
明
る
く
な
っ
た
う
え
、
節

電
効
果
も
あ
っ
て
最
近
の
電
気
料
金
高
騰

の
中
、
大
変
助
か
っ
て
い
ま
す
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
流
行
し
て
か
ら
、
ベ
ッ

ド
の
数
を
６
台
か
ら
２
台
に
減
ら
し
た
り
、

完
全
予
約
制
と
し
た
り
、
一
人
一
人
個
室

に
近
い
形
で
他
の
方
と
の
接
触
を
な
く
し
、

補
助
金
で
抗
菌
カ
ー
テ
ン
に
変
更
し
た
の

で
、
感
染
対
策
も
し
っ
か
り
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
一
人
で
も
多
く
の
方
が
安
心

し
て
通
え
る
心
強
い
整
骨
院
で
あ
り
た
い

で
す
」
と
さ
ら
に
先
を
見
据
え
て
い
ま
す
。

一
人
一
人
の
症
状
と
向
き
合
い
ま
す

一
人
一
人
の
症
状
と
向
き
合
い
ま
す

補
助
金
を
利
用
し
、明
る
い
院
内
に
改
装

補
助
金
を
利
用
し
、明
る
い
院
内
に
改
装

 コロナをきっかけに、補助金を活用し有店舗
経営・オンライン販売へ。
 コロナをきっかけに、補助金を活用し有店舗
経営・オンライン販売へ。

体のお悩み 

ご相談ください

Step Up!Step Up!

兵庫県下では数少ないジャイロ
トニックの専用マシンをおいて
います　　　　　　　　　　　

広々とした空間でリラックス
して施術を受けられます　　
　

所在地：加古川市別府町別府
　　　　　　　　９６７－１７
ＴＥＬ：０７９-４３７-３７８９
営業内容：整骨、接骨（柔道整復）、鍼灸

ふじい整骨院
院長　藤井　憲之

ふじい のりゆき

明姫幹線

ミスタードーナツ

★
●但陽信用金庫
　別府支店

ふじい整骨院

別府駅
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会
議
所
の

会
議
所
の

　

２
月
11
日
、
女
性
が
輝
く
加
古
川
市

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
の
フ
ァ

イ
ナ
ル
ス
テ
ー
ジ
〜
最
終
審
査
会
〜
が

開
催
さ
れ
、
書
類
審
査
を
通
過
し
た
６

名
が
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
、
最
終
審
査
に
臨
み
ま
し
た
。

　

厳
選
な
る

審
査
の
結
果
、

吉
本
優
紀
さ

ん
の
「
イ
ベ

ン
ト
出
張
型

託
児
所
き
っ

ず
ら
ん
ど
」

が
グ
ラ
ン
プ

リ
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
吉
本
さ
ん
は
、

手
作
り
布
製
品
を
ネ
ッ
ト
や
野
外
イ
ベ

ン
ト
に
出
店
・
販
売
し
て
お
り
、
子
ど

も
を
預
け
る
先
が
な
く
イ
ベ
ン
ト
出
店

を
諦
め
る
マ
マ
さ
ん
の
ハ
ン
ド
メ
イ
ド

作
家
を
見
て
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
預

け
る
場
所
を
提
供
し
た
い
と
、
こ
の
事

業
を
思
い
つ
き
ま
し
た
。
ハ
ン
ド
メ
イ

ド
作
家
仲
間
の
多
く
が
子
育
て
女
性
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
日
々
奮
闘
さ
れ
て

い
ま
す
。
参
加
者
の
皆
様
も
含
め
、
今

後
の
ご
活
躍
を
応
援
し
て
お
り
ま
す
。

　
加
古
川
市
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
の
グ
ラ
ン
プ
リ
が
決
定
！

ー
フ
ァ
イ
ナ
ル
ス
テ
ー
ジ
を
開
催
ー

　

２
月
13
日
、
日
本
銀
行
神
戸
支
店
竜

田
博
之
支
店
長
を
講
師
に
「
２
０
２
３

年
経
済
展
望
」
に
つ
い
て
の
講
演
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
日
本

銀
行
に
つ
い
て

紹
介
、
そ
の
後

２
０
２
４
年
度

上
期
を
目
途
に
、

日
本
銀
行
券
の

改
刷
が
予
定
さ

れ
て
お
り
、
新

た
な
偽
造
防
止

技
術
や
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
例

を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
日
本
経
済
の
動
向
と
し
て
、

経
済
の
先
行
き
は
感
染
症
や
供
給
制
約

の
影
響
が
和
ら
ぐ
も
と
で
回
復
し
て
い

き
、
物
価
の
先
行
き
は
目
先
来
年
度
半

ば
に
か
け
て
プ
ラ
ス
幅
を
縮
小
し
て
い

く
が
、
そ
の
後
プ
ラ
ス
幅
を
緩
や
か
に

拡
大
し
て
い
く
と
紹
介
、
こ
れ
ら
の
見

通
し
の
リ
ス
ク
と
し
て
、
海
外
の
経
済

や
物
価
動
向
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
の
展

開
な
ど
が
あ
る
と
話
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

（
参
加
者
は
49
名
）

　

今
年
の
日
本
経
済
の
先
行
き
は

ー
新
春
経
済
講
演
会
を
開
催
ー

　

２
月
３
日
、
第
２
２
９
回
例
会
と
し

て
、
加
古
川
市
企
画
部
政
策
企
画
課 

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
推
進
担
当
課
長
多
田

功
氏
を
講
師
に
「
加
古
川
市
の
ス
マ
ー

ト
シ
テ
ィ
推
進
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」

と
題
し
た
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

加
古
川
市
の
課
題
は
人
口
減
少
、
生

産
年
齢
人
口
比
率
の
低
下
、
高
齢
者
人

口
比
率
の
上
昇
が
あ
り
、
市
は
ス
マ
ー

ト
シ
テ
ィ
構
想
を
策
定
し
、
市
民
の
幸

福
感
の
向
上
を
目
指
し
様
々
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
と
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

現
在
の
取
組
で
は
、
見
守
り
カ
メ
ラ

の
設
置
や
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
に

よ
り
市
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保
、
ま

た
Ｄ
ｅ
ｃ
ｉ
ｄ
ｉ
ｍ
の
導
入
に
よ
る
オ

ン
ラ
イ
ン
で
市
民
と
の
意
見
交
換
を
行

い
、
一
方
で
オ
フ
ラ
イ
ン
で
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
も
併
せ
て
行
い
広
く
意
見
を

集
め
て
い
ま
す
。
今
後
も
「
身
近
な
自

然
を
活
か
し
た
魅
力
づ
く
り
」
「
駅
周

辺
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
」
「
産
業
誘
致

に
よ
る
雇
用
の
創
出
」
の
取
り
組
み
を

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
推
進
の
中
で
行
っ
て

い
き
た
い
、
と
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

（
参
加
者
は
32
名
）

　

加
古
川
市
の
取
組
に
つ
い
て
学
ぶ

ー
金
融・不
動
産
業
部
会
を
開
催
ー

【一般型（第10回 12/９締切）】当所関係　採択者　　　　　　　　　  　　　　　  　　　　　　（順不同）

「小規模事業者持続化補助金」の採択結果が発表されました

事業所名 補助事業の事業名称
㈱ソプラ・クリエーション
㈲井上文尚堂
福本精肉店（お多福）
㈱ライフクリエイト
㈲宮脇製材所
㈲プロヴァンス

３次元測定技術を用いた伝統工芸品のデジタルアーカイブと複製
ランディングページ制作事業と顧客管理による売上拡大
宴会予約の受注拡大のための個室宴会スペースの改装とＰＲ
宣伝カー（移動オフィス）でお客様認知度・満足度UP戦略
看板設置や販促ツールによる幅広い世代への認知度向上
人気ローストビーフのテイクアウト対応に向けた設備導入

岡田市長とグランプリを受賞した吉本さん

多数の参加者で毎年人気の講演会
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◆
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体
だ
よ
り

体
だ
よ
り

次
年
度
役
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た

ー
１
月
度
臨
時
総
会
を
開
催
ー

　

１
月
26
日
、
令
和
４
年
度
１
月
臨
時

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

岡
本
会
長
を
議
長
に
選
出
し
、
令
和

５
年
度
加
古
川
商
工
会
議
所
青
年
部
役

員
予
定
者
（
案
）
の
選
出
、
令
和
５
年

度
加
古
川
商
工
会
議
所
青
年
部
会
長
所

信
（
案
）
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、
い

ず
れ
も
賛
成
多
数
に
て
承
認
・
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

次
年
度
ス
ロ

ー
ガ
ン
と
し
て

掲
げ
ら
れ
た

「
Ｊ
ｕ
ｓ
ｔ 

Ｆ

ｏ
ｒ 

Ｓ
ｏ
ｍ
ｅ

ｏ
ｎ
ｅ
〜
創
造

力
と
思
い
や
り

で
持
続
可
能
な

未
来
へ
〜
」
を

胸
に
、
次
代
を

担
う
先
導
者
と
し
て
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ

ー
全
員
の
創
造
力
を
結
集
、
思
い
や
り

を
持
っ
て
活
動
し
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史

を
継
承
し
な
が
ら
、
希
望
あ
る
持
続
可

能
な
未
来
へ
進
ん
で
参
り
ま
す
。

（
総
務
研
修
委
員
会 

副
委
員
長 

山
本
芳
久
）

エ
コ
ク
リ
ー
ン
ピ
ア
は
り
ま
を
訪
問

ー
リ
サ
イ
ク
ル
部
会
視
察
研
修
会
を
開
催
ー

　

１
月
27
日
、
視
察
研
修
会
を
開
催
し
、

エ
コ
ク
リ
ー
ン
ピ
ア
は
り
ま
を
訪
問
し

ま
し
た
。

　

施
設
概
要
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
視
聴
、
セ
ン

タ
ー
内
の
施
設
や
事
業
の
詳
細
な
説
明

を
受
け
た
後
、
不
燃
・
粗
大
ご
み
処
理

施
設
を
見
学
、
リ
チ
ウ
ム
や
ガ
ス
ボ
ン

ベ
等
は
処
理
す
る
際
に
爆
発
等
の
恐
れ

が
あ
る
の
で
、
手
作
業
で
選
別
を
行
っ

て
い
る
と
説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
可
燃

ご
み
処
理
施
設
の
中
央
制
御
室
、
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
、
ご
み
ピ
ッ
ト
、
炉
室
、

タ
ー
ビ
ン
発
電
機
室
を
見
学
し
ま
し
た
。

ゴ
ミ
焼
却
の
過
程
で
出
る
蒸
気
を
利
用

し
、
タ
ー
ビ
ン
発
電
を
行
い
、
施
設
内

の
す
べ
て
の
電
力
を
賄
っ
て
お
り
、
余

っ
た
電
力
は
売
電
に
回
し
て
い
る
と
話

が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
管
理
棟
に
戻
り
、
屋
上
庭

園
や
環
境
学
習
コ
ー
ナ
ー
等
の
学
習
・

啓
発
施
設
を
見
学
、
現
在
は
ベ
ビ
ー
用

品
の
リ
ユ
ー
ス
事
業
と
し
て
ベ
ビ
ー
カ

ー
や
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
等
の
提
供
を
行
っ

て
い
る
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

（
参
加
者
は
13
名
）

　

加
古
川
で
の
出
会
い
を
地
域
活
性
化
に

ー
第
２
回
婚
活
事
業
を
開
催
ー

　

２
月
４
日
、第
２
回
婚
活
事
業
Ｙ
Ａ
Ｄ

Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｇ
Ｉ 

Ｍ
Ｅ
Ｅ
Ｔ
Ｓ
を
加
古
川
市

立
少
年
自
然
の
家
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

４
月
よ
り
全
体
事
業
と
し
て
取
り
組

み
、参
加
者
同
士
の
交
流
を
深
め
る
部

会
と
食
事
を
設
け
る
部
会
に
別
れ
企
画

の
詳
細
を
詰
め
て
い
き
ま
し
た
。

　

迎
え
た
本
番
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
部
会

が
主
体
と
な
り
、頭
を
使
う
謎
解
き
、体

を
動
か
す
ペ
タ
ン
ク
や
宝
探
し
、心
を
通

わ
せ
る
連
想
ゲ
ー
ム
を
し
、会
場
が
外
で

と
て
も
寒
か
っ
た
の
で
温
か
い
シ
チ
ュ
ー

と
、デ
ザ
ー
ト
に
ケ
ー
キ
を
お
召
し
上
が

り
い
た
だ
き
ま
し
た
。各
部
会
が
精
一
杯

参
加
者
を
お
も
て
な
し
し
て
盛
り
上
げ

た
こ
と
で
、最
終
的
に
８
組
が
マ
ッ
チ
ン

グ
し
、Ｙ
Ｅ
Ｇ
だ
か
ら
で
き
る
事
業
だ
と

再
認
識
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
部
会
の
知
恵
を
結
集
し

１
つ
の
事
業
を
組
み
立
て
、運
営
し
た
こ

と
で
メ
ン
バ
ー
同
士
に
、よ
り
強
い
結
束

力
が
育
ま
れ
、ま
た
参
加
さ
れ
た
方
々
が
、

加
古
川
の
街
へ
出
か
け
る
き
っ
か
け
作
り

を
し
た
こ
と
で
、加
古
川
の
活
性
化
の
一

助
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

（
渉
外
広
報
委
員
会 

委
員
長 
井
本
光
昭
）

　

令
和
５
年
度
役
員（
敬
称
略
・
順
不
同
）

監　

事　

 　

岡
﨑 

浩
一
郎

監　

事　

 　

佐
々
木 

陽
平

直
前
会
長　

 　

岡
本 

良
太
郎

会　

長　

 　

竹
内 

一
真

副
会
長　

 　

杉
浦 

元
記

副
会
長　

 　

髙
原 

佳
祐

副
会
長　

 　

松
下 

智
哉

専
務
理
事　

 　

山
本 

渉

理　

事　

 　

井
本 

光
昭

理　

事　
 　

大
橋 

裕
子

理　

事　
 　

大
谷 

稔
彦

理　

事　

 　

岡
田 

健
司

理　

事　

 　

岡
田 

陽
平

理　

事　

 　

窪
田 
健
二

理　

事　

 　

興
梠 
正
樹

理　

事　

 　

佐
藤 

正
巳

理　

事　

 　

寺
﨑 

博
哉

理　

事　

 　

鳥
濵 

誠
司

理　

事　

 　

中
野 

二
郎

理　

事　

 　

西
田 

靖
敏

理　

事　

 　

新
田 

大

理　

事　

 　

藤
原 

智
也

理　

事　

 　

宮
本 

了
介

理　

事　

 　

本
岡 

卓
也

理　

事　

 　

山
平 

純

理　

事　

 　

山
本 

裕
一

理　

事　

 　

山
本 

芳
久

加
古
川
市
社
会
福
祉
協
議
会
を
訪
問

ー
靴
下
ま
つ
り
収
益
金
を
寄
付
ー

華
や
か
な
ピ
ア
ノ
演
奏
で
優
雅
な
ひ
と
と
き

ー
新
春
懇
親
会
を
開
催
ー

 

加
古
川
市
環
境
保
全
研
究
会

　

１
月
24
日
、
今
期
最
強
寒
波
の
影
響

で
雪
が
降
る
中
、
加
古
川
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
に
お
い
て
新
春
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、

会
員
、
来
賓
等
28
名
が
集
い
新
年
の
門

出
を
祝
い
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
３
年
ぶ
り
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
が
、
中
尾
会
長
の
あ

い
さ
つ
と
釡
谷
会
頭
の
乾
杯
で
開
会
、

ピ
ア
ニ
ス
ト
の
野
々
村
亜
梨
沙
さ
ん
に

よ
る
美
し
い
音
色
と
豪
華
な
食
事
で
和

や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
つ
つ
、
各
テ

ー
ブ
ル
歓
談
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

今
回
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
野
々

村
さ
ん
に
よ
り
、
ト
ー
ク
を
交
え
な
が

ら
の
曲
の
紹
介
が
あ
り
、
弾
い
て
頂
い

た
曲
は
、
シ
ョ
パ
ン
の
仔
犬
ワ
ル
ツ
、

月
の
光
、
映
画
の
Ｔ
ｅ
ａ 

ｆ
ｏ
ｒ 

Ｔ

ｗ
ｏ
、
愛
の
讃
歌
、

中
島
み
ゆ
き
の
糸

等
素
晴
ら
し
い
曲

の
演
奏
で
し
た
。

心
に
染
み
る
繊
細

な
ピ
ア
ノ
で
優
雅

な
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

　

途
中
で
中
尾
会
長
よ
り
令
和
４
年
度

の
理
事
メ
ン
バ
ー
の
紹
介
を
は
さ
み
、

終
始
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。

　

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

（
理
事　

間
鍋 

祥
子
）

　　

１
月
20
日
、
加
古
川
市
社
会
福
祉
協

議
会
を
訪
問
し
、
昨
年
11
月
に
開
催
し

た
第
26
回
靴
下
ま
つ
り
の
収
益
金
を
田

渕
博
之
理
事
長
に
お
渡
し
し
ま
し
た
。

加
古
川
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
は
靴
下

ま
つ
り
開
催
に
あ
た
り
出
店
団
体
の
募

集
や
調
整
な
ど
の
御
協
力
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
例
年
設
け
て
い
た
喫
茶
コ

ー
ナ
ー
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
対
策
で
見
合
わ
せ
た
為
に
、
バ
ザ

ー
売
上
金
の
み
の
寄
付
と
な
り
ま
し
た
。

寄
付
金
額
は
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
比
べ
る

と
減
少
し
て
し
ま
い
約
６
万
８
千
円
と

な
り
ま
し
た
が
、
大
変
喜
ん
で
い
た
だ

け
ま
し
た
。

　

今
後
の
靴
下
ま
つ
り
で
は
感
染
対
策

を
行
い
つ
つ
チ
ャ
リ
テ
ィ
で
も
よ
り
貢

献
で
き
る
よ
う
に
工
夫
を
重
ね
開
催
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

（
会
長　

中
尾 

る
み
子
）

　

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

体
だ
よ
り

体
だ
よ
り

会
議
所
か
ら
の

会
議
所
か
ら
の
お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

　

西
支
所
の
来
所
者
数
の
減
少
等
に
よ

り
、
４
月
１
日
か
ら
左
記
の
と
お
り
業

務
日
を
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ご
利
用
さ
れ
る
皆
様
方
に
は
、
ご
不

便
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
業
務
を
行
う
曜
日
・
時
間

　

水
曜
日

　

９
時
30
分
〜
16
時
30
分

※
月
・
火
・
木
・
金
曜
日
に
つ
い
て
は

休
館
日
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ　

総
務
管
理
課

　

TEL
0
7
9
‐
4
2
4
‐
3
3
5
5

　

当
所
よ
り
発
注
す
る
印
刷
物
に
関
し
、

競
争
見
積
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
内
容

に
つ
き
ま
し
て
は
、
前
日
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
（
当
所
会
員
限
定
）

●
日　

時　

３
月
22
日
㈬
10
時
〜

●
場　

所　

加
古
川
商
工
会
議
所

　
　
　
　
　
　

3
階
事
務
所

●
お
問
い
合
わ
せ　

総
務
管
理
課

　

TEL
0
7
9
‐
4
2
4
‐
3
3
5
5

　『
西
支
所
』業
務
日
の
変
更
に
つ
い
て

　
印
刷
物
入
札
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●ホワイトデー（14日）

　バレンタインデーのお返しの日として、すっかり

日本の年中行事となったこの日。当初は「君からも

らったチョコレートを僕の心（白いマシュマロ）で

やさしく包んでお返しするよ」という意味づけから、

マシュマロを返すのが正式なルールだったそうです。

　

　確定申告の期限が15日ま

でです。お忘れのないように。

新年度を迎えるにあたり、転

勤・就職・引越により、人の

往来が増えます。コロナ感染

にはお気をつけてください。

「今月の“こんな日”」「今月の“こんな日”」
広報委員の“つぶやき”

確定申告締切日：３月15日（水）
当所では、会員の皆様方の決算申告準備のお手伝いをいたします。申告書提出締切日より余裕を
持って、お早めにお越しください。

●ご持参願いたいもの
　1．月別収支のわかるもの（帳簿及び原始記録） ※帳簿等の合計欄は必ず計算しておいてください。
　2．令和３年分決算書（控）及び申告書（控）
　3．生命保険料、地震保険料、国民健康保険、国民年金、その他控除を受ける証明書
　4．令和３年分消費税申告書（控）及び付表（控）
　5．税務署から郵送されてきた書類一式（「確定申告のお知らせ」ハガキ等）
　6．補助金、給付金、支援金などを受けとった場合は、その金額がわかる書類等
　7．USB・SDカード等データを保存できるもの
　8．印鑑

●お問い合わせ　加古川商工会議所　中小企業相談室　TEL079－424－3355

※所得税確定申告書等の税務関係書類に、
　事業主等のマイナンバーを記載する必要があります。
　また、マイナンバーを記載した税務関係書類等を提出する場合には、
　マイナンバーカードなどの、本人確認書類の写しを添付する必要があります。

令和４年分の所得税確定申告　締切日のご案内
申告がお済みでない方はお早めに！

会
議
所
か
ら
の

会
議
所
か
ら
の
お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

【個別経営相談会】１・２・７・８・９・14・15・16日

●●●●●●●●●●●３月の会議所カレンダー３月の会議所カレンダー
日 曜日 行　　　事
1
2
3
4
7

火
水
木
金
月

広報委員会、確定申告準備相談会（展示ホール）
令和4年度第4回常議員会、確定申告準備相談会（加古川北公民館）
無料 法律相談、確定申告準備相談会（西支所）
女性会「事業所紹介」、異業種 3月度定例会、 無料 金融相談
加環研 エコ環境部会視察研修会

日 曜日 行　　　事
15
18
22
30

火
金
火
水

無料 法律相談
青年部 ３月例会「卒業式」
第181回臨時議員総会
無料 不動産相談

●「個別経営相談会」は事前予約が必要です。あらかじめご相談内容をお知らせください。（※）
●無料相談は、変更・中止となることがあります。お手数ですが、事前にお問合せください。
⇒日本政策金融公庫による「金融相談」はWEBミーティング形式での相談となりますので、事前予約が必要です。（※）
⇒「不動産相談」は当面の間【完全予約制】の【電話相談のみ】となり、3月22日㈬までに予約が必要です。（☆）
≪問合わせ・予約連絡先≫ ※印：加古川商工会議所 電話０７９－４２４－３３５５
　　　　　　　　　　　　☆印：（一社）兵庫県宅地建物取引業協会 加古川支部 電話０７９－４２４－０８３２


